
令和６年度 第１回鹿児島県サイクルツーリズム推進協議会 次第 

 
令和 6 年 7 月 25 日 

14：00〜16：00 
会場（ホテル自治会館 ５０５号室）及びオンラインの併催 

協議会議題内容 
  （１）開会 
 
  （２）議事 

１．報告事項 
     ①県協議会の取り組みについて 
      【説明者：鹿児島県 観光・文化スポーツ部 PR 観光課 東 主幹】 
      【説明者：株式会社 JTB 鹿児島支店 井上 営業担当部長】 
  

    ②九州山口サイクルツーリズム推進委員会・サイクリングアイランド九州の取り組みについて 
     【説明者：鹿児島県 観光・文化スポーツ部 PR 観光課 東 主幹】 
 
    ③大島地域部会の取り組みについて 
     【説明者：鹿児島県 大島支庁 総務企画課 商工観光係 納山主幹】 
 
    ④錦江湾奥会議の取り組みについて 
     【説明者：姶良市 商工観光課 緒方 主査】 
 
    ⑤自転車走行空間整備状況について 
     【説明者：鹿児島県 土木部 道路維持課 福永 技術専門員】 
 

２．有識者より【合同会社トビチカンバニー（grav bicycle）小口良平氏】 
 
   ３．講演 福岡県のサイクルツーリズムの取り組みについて 

      【講師①：公益社団法人福岡県観光連盟 事業推進特任部長 古賀 晴美 氏】 
福岡県生まれ。平成４年から福岡県観光連盟へ。 
福岡交通センター内に初めて設置された福岡県の観光案内所や福岡空港国際線案内所で案内業務を１年経験し、 
その後は国内観光・海外観光誘致に従事。 
冊子「クロスロードふくおか」・ 「ふくおか 魅知の旅」の発刊や HP 開設など福岡県の観光 PR 事業に取り組む。 

                               平成 29 年自転車活用推進法が施行されるのと同時にサイクルツーリズム事業に携わり現在に至る。 
      【講師②：株式会社 Bike is Life 代表取締役 山田 大五朗 氏】 
         1978 年、福岡県生まれ。サイクルコーディネーター。 

17 歳の時に自転車競技と出会い、プロを目指して 21 歳で渡仏。エクス＝アン＝プロヴァンスのクラブチームに 
所属し、2 シーズンを走破。帰国後、25 歳でプロ活動をスタート。 
29 歳でワールドカップに参戦し、日本代表選手に選ばれる。以降 3 年連続で日本代表として世界選手権に出場 
32 歳の時に、国内最長レースである 24 時間耐久レースで優勝。このレースを最後に引退し、現在は自転車競技 
の普及と若手育成活動、サイクルイベントの主催、サイクルツーリズム事業の運営等を行う。 

（３）座長総括，閉会 



（会議資料） 
【資料１】県サイクルツーリズム推進協議会の取組 
【資料２】九州山口サイクルツーリズム推進委員会・サイクリングアイランド九州の取組 
【資料３】大島地域部会の取組 
【資料４】錦江湾奥会議の取組 
【資料５】自転車通行空間整備の状況・計画 
 
【別紙１】鹿児島県旅客船協会プレスリリース資料（弱虫ペダル×奄美の船旅） 
【別紙２】鹿児島県サイクルツーリズム推進協議会規約 
【別紙３】参加者名簿 
 
【講演資料】福岡県のサイクルツーリズムの取り組みについて 














































